
 
 

   

 

  
2009 年度 日本赤十字社・ケニア赤十字社  

地域保健強化事業（愛ホップ）の概要  

 

 

アース製薬株式会社様によるストップモスキートプロジェクト 
 

東アフリカのケニア共和国は、都市部を中心とした経済発展にもかかわらず、5 歳未満児の 

死亡率が出生 1,000 件に対し、97 件（1990 年）から 121 件（2007 年）と年々増加傾向にあり、

度重なる干ばつが引き起こす食糧不足と不十分な保健医療サービスが、子どもの健康に深刻な 

影響を及ぼしています。 

  

5 歳未満の子どもの死亡原因では、マラリア、麻疹、肺炎や下痢などの予防や治療が可能な  

感染症が約 50%、次いで早産や新生児期重症感染症、分娩時胎児仮死などの予防や治療が可能な

新生児特有の原因が 24%を占め、公衆衛生や医療の環境が改善されれば死亡率の低下に繋がりま

す。 

 

こうした状況を改善するために、日本赤十字社はケニア赤十字社とともに 2007 年（平成   

19 年）11 月から、5 歳未満児の疾病と死亡の減少に貢献するために地域保健強化事業を開始  

しました。事業を行うのは、首都ナイロビから北東へ約 300 キロメートルに位置するイシオロ  

（ガルバチューラ県）で、首都ナイロビからは車を使っても丸一日以上かかります。同県の多く

は乾燥地帯で農耕地が少なく、住民の多くは牧畜で生計を立てています。慢性的な渇水と雨期の

洪水により、食糧不足や感染症などによる危機が深刻化している地域です。 

 

2009年は、アース製薬株式会社による「ストップモスキートプロジェクト」によるご支援を

頂くなどして、地域保健師やボランティアの養成を通じて住民を対象とした保健教育を実施した

ほか、月１回の訪問診療（子どもの栄養状態の確認、栄養剤の配布、妊産婦検診など）、マラリ

アの感染予防を目的に蚊帳の配付等を行いました。また並行して、事業対象地域内の保健医療  

施設を対象に、給水や給電設備、医療機材、無線機材の整備を行い、現地の保健医療サービスの

改善に取り組みました。 

 

 

2010年 4月28日 

 











 

 

 

 

 

 

 (1)-③-イ 予防接種を受ける子供 (1)-③ 移動診療で活躍するケニア赤ボランティア

 

 

 

 

 

 

 

事業地の子供たち (1)-④-イ 殺虫剤の散布作業  

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)-①-ウ トイレの内部 (1)-①-ウ 地域で入手可能な材料で作ら
れたトイレ 



 

 

 

 

 

 

 
(2)-②-ア 医療機材の贈呈式 マルカダ診療所に設置された 36 メートルの

無線中継アンテナ 

 

 

 

 

 

 

 
(2)-①-ア ガルバチューラ県立病院に設置さ

れたソーラーパネル 
(2)-①-カ ガルバチューラ県立病院の分娩室

で改修された排水処理設備
 

 

(2)-②-ア ガルバチューラ県立病院に整備
されたベッド 

(1)-①-オ ガルバチューラ県立病院の壁面に
描かれた公衆衛生メッセージ 




